
2025年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2025年２月３日

上 場 会 社 名 アストマックス株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 7162 URL https://www.astmax.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 本多弘明

問合せ先責任者 (役職名) 執行役員 (氏名) 西潟しのぶ (TEL) 03-5447-8400

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無 ：有 当社ウェブサイトに掲載します。

決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 15,056 38.3 357 △5.2 398 67.0 349 73.6
2024年３月期第３四半期 10,887 28.0 377 － 238 － 201 －

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 354百万円( 75.9％) 2024年３月期第３四半期 201百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 28.25 －

2024年３月期第３四半期 15.58 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 15,712 6,225 36.3

2024年３月期 14,293 5,968 38.0
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 5,701百万円 2024年３月期 5,426百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 7.00 7.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期(予想) － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2025年3月期の配当予想に関しましては、未定とさせていただいておりますが、当社の配当性向は30％を目途とする
（但し電力ヘッジ取引等による影響額を考慮する）、期末配当年1回を基本方針としております。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

当社グループの事業は、業績が経済情勢や市場環境によって大きな影響を受けるため、業績予想が困難であります。
会社業績については四半期毎の決算開示に集約させていただき、その他参考情報として再生可能エネルギー関連事業
の保有発電所の発電状況を月次で開示しております。詳細は当社ウェブサイトをご参照ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） 合同会社ACE（匿名組合） 、除外 1社（社名）
千歳蓄電所合同会社
（匿名組合）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 13,160,300株 2024年３月期 13,160,300株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 760,148株 2024年３月期 807,641株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 12,380,119株 2024年３月期３Ｑ 12,928,238株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、（添付資料）２ページ「1.経営成績等の
概況」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）
決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、総合エネルギー事業をコアとし、金融及び市場取引分野において創業以来培ってきたノウハウ

を活用し事業を展開しております。

当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年12月31日）における我が国の経済状況は、所得・雇用環境

の改善などを背景に社会経済活動の正常化が進み、緩やかな回復基調が継続していますが、物価高の長期化を受け

て個人の消費財消費の動きは弱い状況となっています。一方、トランプ新政権の誕生、中東情勢やウクライナ情勢

の長期化、海外の経済・物価動向、日銀の金融政策の動向、円相場の急激な変動など、様々な要因による不透明な

先行きには、引き続き十分な注視が必要です。

このような中、当社グループは、2021年11月に策定した3.5ヵ年計画の「中期ビジョン2025」の方針に則り、引き

続き下記項目への取り組みを重点的に進めてまいりました。

１) 事業構造と経営資源配分の見直しに着手

２) 特別高圧・高圧市場の需要家向けマーケティングの更なる注力

３) 系統用蓄電池の事業化のアレンジメント

４) コア事業向けの資金調達等

当連結会計年度は、「中期ビジョン2025」の最終年度であり、目標に掲げている「総合エネルギー事業会社への

変革」に向けて、引き続き上記２）、３）を中心に、グループ一丸となって取り組んでおります。

---------------------------------------------------------------------------------

中期ビジョン2025：「事業の深化と進化」、「総合エネルギー事業会社への変革」

優先して取り組む事項：

1. 『電力利用の新しい日常』を創造

2. 電気は『つくって、ためて、賢く使う』時代を先取り

3. 蓄電池を活用した事業・ビジネスの拡大

4. 地域電力設立の支援強化（地域脱炭素化の支援）

5. 小売電気事業者様向けマネジメントサービス提供型ビジネスの一層の拡大

2025年３月期における定量的目標：

1. 連結営業収益 ：200億円以上

2. 税金等調整前当期純利益：７億円以上

3. 一株当たり純資産額 ：500円以上

---------------------------------------------------------------------------------

また、当社は2024年12月にコーポレートサイト内に、サステナビリティに関する当社の考え方や取り組みを掲載

したページを公開いたしました。当社は引き続き「サステナビリティ経営」を推進するため、その実現に向けた体

制を一層強化して取り組んでまいります。

当第３四半期連結累計期間における経営成績は以下のとおりです。

電力取引関連事業において、冬場の電力需要増やヘッジニーズの高まり等を受け、取引量が増加したこと等によ

り営業収益は前年同期間比増加いたしましたが、前年度は系統用蓄電池事業開始に係るアレンジメント業務等によ

る営業収益289百万円を計上していたこと、加えて、人件費及び物価上昇による各種サービスの利用料等の増加もあ

り営業利益は前年同期間比減少いたしました。しかしながら、電力小売事業にて顧客への電力供給が安定的に行わ

れたこと、当社グループが所有する2.1ＭＷ規模の太陽光発電所が４月末に完工したこと、また、当社で手掛けてい

た系統用蓄電池案件のうち１件をエリア分散の観点から2024年12月に他社に譲渡し、当第３四半期連結累計期間に

おいて151百万円の営業外収益（投資有価証券売却益）を計上したこと等により、経常利益及び親会社株主に帰属す

る四半期純利益は増加いたしました。
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（連結経営成績）

（単位：百万円）
2024年３月期
第３四半期

連結累計期間

2025年３月期
第３四半期
連結累計期間

増減 増減率
（％） 増減の主要因ほか

営業収益 10,887 15,056 4,168 38.3

①電力取引関連事業（+3,321）※２
②再生可能エネルギー関連事業（△190）
③小売事業（+962）
④ディーリング事業（+67）
⑤アセット・マネジメント事業（+6）

営業費用 10,510 14,698 4,188 39.8
①電力仕入の増加（+4,091）
②支払手数料の増加（+20）

営業利益 377 357 △19 △5.2

経常利益 238 398 159 67.0投資有価証券売却益の増加（+151）

特別利益 18 21 2 13.3

特別損失 18 － △18 △100.0

税金等調整前
四半期純利益 238 419 181 75.8

法人税等合計（※１） 45 65 19 43.0

非支配株主に帰属する四
半期純利益又は

非支配株主に帰属する四
半期純損失（△）

△8 4 13 －

親会社株主に帰属する四
半期純利益 201 349 148 73.6

※１ 「法人税等合計」には、「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整額」を含みます。

※２ 当第３四半期連結累計期間の営業収益における電力取引関連事業に係るヘッジ目的で行う電力先物取引による影響の内容について

は、「セグメント毎の経営成績及び取り組み状況＜２ 電力取引関連事業＞」をご参照ください。

セグメント毎の経営成績及び取り組み状況は次のとおりです。

５事業全てセグメント利益となりました。なお、再生可能エネルギー関連事業は、当第３四半期連結累計期間にお

いて、当社で手掛けていた系統用蓄電池案件のうち１件をエリア分散の観点から2024年12月に他社に譲渡し151百万円

の営業外収益（投資有価証券売却益）を計上いたしましたが、前年度に系統用蓄電池事業開始に係るアレンジメント

業務等により営業収益289百万円及び営業外費用60百万円を計上していたため、当該事業のみ営業収益、セグメント利

益共に前年同期間比減少しました。他の４事業は営業収益、セグメント利益共に前年同期間比増加しました。

（セグメント別営業収益・セグメント損益）

（単位：百万円）
2024年３月期
第３四半期

連結累計期間

2025年３月期
第３四半期
連結累計期間

増減 増減率（％）

再生可能エネルギー
関連事業

営業収益 728 559 △169 △23.3

セグメント損益 148 133 △15 △10.4

電力取引関連事業（※１）
営業収益 5,797 9,064 3,267 56.4

セグメント損益 104 150 45 43.0

小売事業
営業収益 4,192 5,154 962 23.0

セグメント損益 78 116 38 48.6

アセット・
マネジメント事業

営業収益 139 146 6 5.0

セグメント損益 △4 27 32 －

ディーリング事業
営業収益 258 325 67 26.1

セグメント損益 △8 82 91 －

調整額
営業収益 △228 △194 33 －

セグメント損益 △79 △111 △31 －

四半期連結財務諸表計上額
営業収益 10,887 15,056 4,168 38.3

セグメント損益 238 398 159 67.0

※１ 当第３四半期連結累計期間の営業収益における電力取引関連事業に係るヘッジ目的で行う電力先物取引による影響の内容については

「セグメント毎の経営成績及び取り組み状況＜２ 電力取引関連事業＞」をご参照ください。

※２ セグメント損益は、当第３四半期連結累計期間の経常損益と調整を行っており、セグメント間の内部取引消去等の調整額が含まれて

おります。各事業に帰属する特別利益及び特別損失は含んでおりません。
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＜１ 再生可能エネルギー関連事業＞

当事業は主に当社及びアストマックスえびの地熱株式会社が推進しており、当事業を通じて、更なる再生可能エ

ネルギーの導入及び拡大に寄与する方針の下、2030年までに最大年間66,000トン（太陽光発電100MW相当）のCO2削

減を目指しております。本事業を通じて、再生可能エネルギーの導入加速と電力系統の安定化に貢献するとともに、

カーボンニュートラルの実現、GXの推進に取り組んでまいります。

（太陽光発電事業）

2024年４月末日に栃木県大田原市内に約2.1MWの太陽光発電所が完工、運転を開始し、当事業が関与した完工済

みの案件は合計33.5MWとなりました。

当事業では、長年に亘り培ってきた再生可能エネルギーに係るノウハウとネットワークに加え、小売事業部門

と連携を取りながら潜在顧客の発掘とアプローチを行い、固定価格買取制度に頼らない、非FIT太陽光発電設備を

用いたPPAの展開を中心にマーケティングを行っております。FITモデルから非FITまたはFIPモデルへの転換によ

り、事業採算性の向上に取り組んでおります。

自社開発（建設中）：

該当なし。

自社開発（運転開始）：

栃木県大田原市 出力規模：約2.1MW 2024年４月完工。当社が維持・運営管理（O&M事業）を行っておりま

す。

ポートフォリオの入替：

当第３四半期連結累計期間に入替を実施した案件はありません。

維持・運営管理（O&M事業）：

当社が開発に携わった案件等20サイト、合計31.6MWの太陽光発電所の維持・運営管理（O＆M事業）を行って

おります。昨今の自然災害やケーブル盗難の増加に伴う保険料の上昇については、発電事業者様への説明を実

施し、適正な価格転嫁の商談を進めております。

なお、当社グループが所有及び管理している栃木県の発電所（あくとソーラーパーク）で2024年２月に発生

した電気ケーブルの一部が切断された被害については、2024年８月上旬に復旧工事が完了いたしました。発電

停止期間の休業補償は当第３四半期連結累計期間末において未受領のため、営業外収益には反映されておりま

せんが、2025年１月に受領したため、第４四半期連結会計期間に計上いたします。

コーポレートPPA事業：

当社は北海道山越郡長万部町と包括連携協定を締結し、「持続可能な街づくりと脱炭素化・再生可能エネル

ギー推進を同時実現することを目的とした事業」を協同で推進しており本案件は2023年３月期末に運転開始済

です。

また、当社は株式会社熊谷組とコーポレートPPA事業の協業を開始いたしました。両社が匿名組合出資する合

同会社ACEを事業主体とし、発電事業者としてPPA事業を展開いたします。2024年７月に静岡県富士宮市の民間

企業とのPPA契約を締結し、運転開始は2025年２月を予定しております。

このほか、当社が匿名組合出資をしております合同会社GreenPowerでは、第２四半期連結会計期間に民間企

業との間で４件の運転を開始しており、今後も案件受注に向けて取り組んでまいります。

（系統用蓄電池事業）

当社は大和エナジー・インフラ株式会社、芙蓉総合リース株式会社が主体となり共同で匿名組合出資する合同

会社DAXより、北海道札幌市内にて開発中の系統用蓄電池（定格出力50MW、定格容量100MWh）事業のオペレーター

として、運転開始前は本事業の工程管理及び運用準備業務を、運転開始後は蓄電所の運営、維持・管理、AIを活

用した需給調整や市場予測等の機能を活用した電力取引の業務を請け負います。当該系統用蓄電所は2023年度に

着工し、工程はスケジュールどおり進捗しており、2025年秋の運転開始を予定しております。

また、冒頭に記載のとおり、当社で手掛けていた系統用蓄電池案件のうち１件をエリア分散の観点から2024年

12月に他社に譲渡したため、当第３四半期連結累計期間において151百万円の営業外収益（投資有価証券売却益）

を計上いたしました。
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なお、引き続き他のエリアでの展開も検討しており、幾つかの案件について具体的な事業化に向けて取り組み

を進めております。

（地熱発電事業）

当事業では、ベースロード電源である地熱を利用した発電事業の取り組みも進めております。

宮崎県えびの市尾八重野地域では、独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構による「地熱資源開発調査事

業費助成金交付事業」（以下、「助成事業」という。）の採択を受け、２MW規模の地熱発電の事業化を目指して、

2016年度～2018年度に３本の調査井を掘削、その後計画規模を４～５MWに拡大し、2019年度助成事業として４本

目の調査井を掘削いたしました。これら４坑井（生産井２本・還元井１本・貯留層のモニタリング用井戸１本）

から、発電事業に必要な能力を有するとした調査結果を得ており、事業化に向けて取り組んでおります。

当初より計画している２MW分については、2019年度に連系契約を完了しておりますが、計画規模拡大後の追加

容量については、度重なる制度改正等により手続きが非常に長期化しておりました。

この間、連系時期の不確実性や物価上昇等による建設コストの増加に伴い、並行して送電容量の拡大等見直し

を行った結果、全体の発電容量は５MW未満のままとする一方、送電容量を0.4MW拡大し、合計4.4MWの送電計画と

いたしました。

今般、追加容量を含めた全4.4MWの連系契約が完了したため、許認可手続き及び発電設備の工事契約等の準備を

速やかに進めてまいります。なお、運転開始時期は、上記のとおり度重なる制度改正や工事契約の納期等が長期

化しているため、当初の予定より１年延長して2027年度を想定しております。

当社グループ所有の太陽光発電所が４月に完工し売電を開始したことや、経済的出力制御（オンライン代理制

御）による電力販売のマイナス調整負担が前年同期間比減少したこと等で、売電収入は前年同期間比増加しまし

た。しかしながら前年度は系統用蓄電池事業開始に係るアレンジメント業務等により営業収益289百万円及び営業外

費用60百万円を計上していたことや、上述しております発電所の休業補償が当第３四半期連結累計期間末において

未受領であることから、系統用蓄電池１案件の譲渡により151百万円の営業外収益を計上したものの、当事業全体で

は営業収益及びセグメント利益は前年同期間比減少しました。

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の営業収益は559百万円（前年同期間比169百万円（23.3

％）の減少）、133百万円のセグメント利益（前年同期間比15百万円（10.4％）の減少）となりました。

＜２ 電力取引関連事業＞

当事業は、当社が推進し、①小売電気事業者向け電力取引及び電力小売顧客向け固定価格取引等の提供、②需給

管理業務を中心とした業務代行サービスの提供等を行っております。

①については、顧客毎の電力調達及びリスクヘッジニーズに対応し、電力現物先渡取引、デリバティブ取引であ

る電力スワップ取引、電力先物取引に取り組んでおります。②については、既存顧客へ安定したサービスの提供を

しながら、引き続き新規取引先を増やすべく、電力取引のリスク管理コンサルティング等を加え、顧客ニーズにあ

ったきめ細かいサービスの提案を行っております。電力取引の増加及び多様化に伴うリスク管理の重要性の高まり

を受け、当社グループでは、リスク管理体制の強化も推進し、変動率が高い相場展開の中、リスクを適切に抑制し

ながら取引を実行しております。

当第３四半期連結累計期間においては、季節変動等による影響は受けつつも、冬場の電力需要に対するヘッジニ

ーズの高まりなどを受け、取引量が増加したこと等により、営業収益、セグメント利益は共に前年同期間比増加い

たしました。

なお、当第３四半期連結累計期間のヘッジ目的で行う電力先物取引による営業収益への影響は以下のとおりで

す。当第３四半期連結会計期間末を越えて受渡しが行われる電力現物先渡取引は時価評価の対象ではありませんが、

当該取引をヘッジする目的で行う電力先物取引はデリバティブ取引として時価評価の対象となります。電力先物取

引のうち、一部取引所では取引所の規定によって３か月以上の期間のポジションは期末が近付いた段階で決済され、

より短い期間の新たなポジションに分割されます。これに伴う決済利益6百万円（純額①-1）と、当第３四半期連結

会計期間末を越えて限月を迎える電力先物取引の時価評価損4百万円（純額①-2）は、当第３四半期連結会計期間末

を越えて受渡しが行われる電力現物先渡取引と同一の会計期間に認識されないため、純額では当第３四半期連結累

計期間の営業収益を押し上げ、電力取引関連事業のセグメント利益を増加させる要因となっております。
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一方、同様の理由で、当第３四半期連結累計期間に受渡しが行われる電力現物先渡取引をヘッジする目的で行わ

れた電力先物取引に係る前連結会計年度に認識された決済損失10百万円（純額②-1）及び時価評価損24百万円（純

額②-2）は当第３四半期連結累計期間の営業収益を押し上げ、電力取引関連事業のセグメント利益を増加させる要

因となっております。

①と②を総合すると、結果として当第３四半期連結累計期間の営業収益とセグメント利益はそれぞれ合計37百万

円（37＝6-4+10+24）押し上げられております。

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の営業収益は9,064百万円（前年同期間比3,267百万円

（56.4％）の増加）となり、150百万円のセグメント利益（前年同期間比45百万円（43.0％）の増加）となりまし

た。

なお、前連結会計年度まで新機能開発部で行っていた、系統用蓄電池事業で使用するAIアルゴリズムの開発等は

当事業にて取り進めております。これは、系統用蓄電所の運転開始後に、電力需給バランスの安定化と電力供給の

効率化を図るために必要なもので、需給調整や電力関連市場予測及び入札価格や入札量の最適化等の機能にAIを活

用します。系統用蓄電池事業は当社グループの中期ビジョンにおいても優先課題の一つとなっており、再生可能エ

ネルギー関連事業部と連携しながら取り組んでおります。

＜３ 小売事業＞

当事業は、当社及びアストマックス・エネルギー株式会社（以下、「AEKK社」という。）が推進しており、当社

は特別高圧・高圧市場の顧客へ電力販売を行い、AEKK社は個人を中心とする低圧市場の顧客へ電力とガスの販売を

行っております。

（電力小売事業）

特別高圧・高圧の電力市場では電力価格の高騰により、2022年秋より実質的な市場連動型料金に変更しており

ます。こうした動きもあり、特別高圧・高圧電力市場では市場連動型料金体系が従来に比べ一般的になり、当社

は2022年夏より特別高圧・高圧向け「フリープラン」の営業に注力してまいりました。その結果、同プランの優

位性が認知され、撤退する事業者の顧客引受や媒介店からの流入を中心とした新規顧客が大幅に増加し、2023年

５月には特別高圧・高圧の顧客数（請求単位）が500件を超える水準となりました。2023年度以降は、2022年度の

ような最終保障契約からの流入は一巡し、顧客数の増加は鈍化傾向ではありますが、市場価格をベースとした

「フリープラン」の競争力は比較的優位な状況を維持できていると判断しております。

2024年４月より開始した容量拠出金制度における負担転嫁を契機として、一部のお客様が他の小売電気事業者

に切り替える動きが見られましたが、当社は従来より高圧のお客様に対して個別訪問やオンライン会議等を活用

したニーズの把握に努め、使用電力量の分析やシミュレーション等の情報提供を通じて、当社サービスへの理解

促進に努めており、新規顧客の獲得も徐々に進んでおります。結果として2024年12月末の特別高圧・高圧の顧客

数（請求単位）は2024年９月末比微減の555件となりましたが、大口顧客の取引が増加し、電力販売実績は前年同

期間比増加いたしました。今後も一層のサービス向上と顧客獲得を目指してまいります。

なお、特別高圧・高圧の顧客への供給量増加に対応し、その電力仕入に係る資金を安定的かつ機動的に調達す

ることを目的に、新たに４金融機関を加え、コミットメント金額を10億円増額した都市銀行４行を含む８金融機

関による総枠30億円のコミットメントライン契約を2024年９月に締結し、27百万円の資金調達費用を一時費用と

して計上いたしました。

一方、低圧市場の事業環境は、2022年11月以降、みなし小売電気事業者から新電力への切替数が伸び悩む傾向

にありましたが、2023年７月以降増加傾向に転じ、徐々に件数は増加しております。当事業では、2023年９月に

低圧市場向け電力プランを「フリープラン」に一本化し、これにより一部既存顧客の契約解除もありましたが、

一般的な固定単価の電気料金プランに対し、現在の市場環境においては当社のフリープランが比較優位にあると

の判断等から、高圧需要家からの低圧電力契約の引き合いが増加しました。また、販売強化策として、2024年８

月からキャッシュバックキャンペーンを再開しました。さらに販売代理店拡充の一環として、2024年９月にポー

ト株式会社と業務提携契約を締結し、12月よりポート社専用プランの販売を開始いたしました。ポート社を通じ

た販路拡大と当社サービスの認知度向上により、更なる顧客の獲得を目指して取り組んでまいります。
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（ガス小売事業）

AEKK社では株式会社グローバルエンジニアリングのガス小売取次店として電気とガスのセット販売を継続して

おります。

以上の結果、引き続き顧客への電力供給が安定的に行われたことから、当事業における当第３四半期連結累計期

間の営業収益は5,154百万円（前年同期間比962百万円（23.0％）の増加）となり、116百万円のセグメント利益（前

年同期間比38百万円（48.6％）の増加）となりました。

＜４ アセット・マネジメント事業＞

当事業は、当社とアストマックス・ファンド・マネジメント株式会社（以下、「AFM社」という。）が推進し、学

校法人東京理科大学が主に出資する大学発ベンチャーキャピタルファンドの営業者としてファンド運営業務等を担

うほか、2020年３月に運用開始した基金の安定運用のファンド、2022年10月に運用開始した学校法人東京理科大学

が支援する再生可能エネルギーファンドの運用業務を行っております。

再生可能エネルギーファンドにおいては、当社グループの「中期ビジョン2025」でも優先課題となっている「地

域の地産地消のための再エネ導入」を、産官学連携の力も活用して行うことを目指しております。また、当第３四

半期連結会計期間中の2024年夏に開始した新たな大学発ベンチャーキャピタルファンドについても、AFM社が支援を

行うこととなり、当事業のセグメント利益増加に寄与することとなりました。

AFM社が営業者として運用しているファンドの運用資産は前年同期間比増加しており、当セグメントの営業収益に

計上する運用報酬額も前年同期間比増加しております。2024年１月以降安定した利益を確保できる体制となってお

り、当第３四半期連結会計期間もセグメント黒字を継続しております。

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の営業収益は146百万円（前年同期間比6百万円（5.0％）

の増加）となり、セグメント利益は27百万円（前年同期間は4百万円のセグメント損失）となりました。

＜５ ディーリング事業＞

当事業は、当社が推進し、OSE、TOCOM、TFX、CME、ICE、INE等、国内外の主要取引所において商品先物を中心に、

株価指数等の金融先物を取引対象とした自己勘定による裁定取引を主に行っております。

当第３四半期連結会計期間の原油市場は、原油需要伸び悩みへの警戒感、中東情勢などの地政学リスク等を受け、

WTI原油市場は70ドル前後で一進一退の動きとなりました。NY金市場の価格は、10月に最高値を更新するなど、引き

続き高い水準で推移いたしました。

当第３四半期連結累計期間においては、金やプラチナを中心に国内外取引所の値差が変動したこと等が、第１四

半期連結会計期間での収益計上に貢献し、セグメント利益となりました。

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の営業収益は325百万円（前年同期間比67百万円（26.1

％）の増加）、セグメント利益は82百万円（前年同期間は8百万円のセグメント損失）となりました。

当事業では、今後も経費節減に努めると同時に、ディーリング資金の効率的な運用を行い引き続き収益力の強化

を目指してまいります。

上記、セグメント損益は当第３四半期連結累計期間の経常利益と調整を行っており、セグメント間の内部取引消

去等の調整額が含まれております。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて21.2％増加し、9,436百万円となりました。これは、現金及び預金が773

百万円、営業未収入金が625百万円増加したこと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.6％減少し、6,273百万円となりました。これは、機械及び装置の純額

が474百万円増加し、建設仮勘定が374百万円減少、投資有価証券が350百万円減少したこと等によります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて9.9％増加し、15,712百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて18.9％増加し、5,226百万円となりました。これは、短期社債が700百万

円、営業未払金が549百万円増加したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて8.4％増加し、4,260百万円となりました。これは、主に長期借入金が349

百万円増加したこと等によります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて14.0％増加し、9,486百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて4.3％増加し、6,225百万円となりました。これは、利益剰余金が、株

主配当により86百万円減少し、親会社株主に帰属する四半期純利益により349百万円増加したこと等によるもので

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの事業は、業績が経済情勢や市場環境によって大きな影響を受けるため、業績予想が困難でありま

す。会社業績については四半期毎の決算開示に集約させていただき、その他参考情報として再生可能エネルギー関

連事業の保有発電所の発電状況を月次で開示しております。詳細は当社ウェブサイトをご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,667,154 4,440,747

営業未収入金 1,146,794 1,772,276

商品及び製品 21,945 14,085

リース債権及びリース投資資産 297,778 277,662

差入保証金 2,231,693 2,717,292

自己先物取引差金 281,658 46,441

その他 148,539 181,528

貸倒引当金 △11,944 △13,894

流動資産合計 7,783,619 9,436,139

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 494,579 534,579

減価償却累計額 △304,356 △329,380

建物及び構築物（純額） 190,223 205,199

機械及び装置 3,757,863 4,427,667

減価償却累計額 △1,759,136 △1,954,143

機械及び装置（純額） 1,998,727 2,473,524

車両運搬具 1,840 1,840

減価償却累計額 △1,447 △1,531

車両運搬具（純額） 393 308

器具及び備品 46,055 45,801

減価償却累計額 △36,289 △38,641

器具及び備品（純額） 9,765 7,159

土地 480,456 480,456

建設仮勘定 2,902,871 2,528,755

有形固定資産合計 5,582,437 5,695,404

無形固定資産

その他 39,845 38,473

無形固定資産合計 39,845 38,473

投資その他の資産

投資有価証券 790,345 439,776

出資金 40,360 42,438

長期差入保証金 47,788 41,438

その他 5,809 16,280

投資その他の資産合計 884,303 539,933

固定資産合計 6,506,587 6,273,811

繰延資産

開業費 27 22

社債発行費 3,673 2,411

繰延資産合計 3,700 2,433

資産合計 14,293,907 15,712,385
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 402,252 952,244

短期借入金 1,043,756 1,448,768

短期社債 - 700,000

1年内返済予定の長期借入金 292,770 327,446

1年内償還予定の社債 1,040,000 40,000

1年内返還予定の預り保証金 519,073 537,581

自己先物取引差金 331,634 632,292

リース債務 5,300 5,300

未払金 76,967 80,444

未払費用 29,030 37,768

未払法人税等 82,538 24,538

賞与引当金 30,263 26,292

インセンティブ給引当金 18,845 11,398

訴訟損失引当金 23,000 -

修繕引当金 13,100 -

その他 487,407 401,963

流動負債合計 4,395,940 5,226,037

固定負債

社債 70,000 40,000

長期借入金 1,844,244 2,193,498

リース債務 18,108 14,133

繰延税金負債 16,360 19,053

修繕引当金 116,884 124,661

製品保証引当金 1,851 1,851

資産除去債務 258,210 260,174

長期預り金 1,493,341 1,497,972

その他 110,344 109,376

固定負債合計 3,929,346 4,260,722

負債合計 8,325,287 9,486,759

純資産の部

株主資本

資本金 2,013,545 2,013,545

資本剰余金 2,905,443 2,904,066

利益剰余金 721,161 984,399

自己株式 △214,445 △201,812

株主資本合計 5,425,705 5,700,199

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,285 1,285

その他の包括利益累計額合計 1,285 1,285

非支配株主持分 541,628 524,140

純資産合計 5,968,619 6,225,625

負債純資産合計 14,293,907 15,712,385
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

営業収益

再生可能エネルギー関連事業収益 691,453 501,123

電力取引関連事業収益 5,608,538 8,930,430

小売事業収益 4,190,007 5,152,869

アセット・マネジメント事業収益 139,152 146,043

ディーリング事業収益 258,233 325,646

営業収益合計 10,887,385 15,056,113

営業費用 10,510,343 14,698,580

営業利益 377,041 357,532

営業外収益

受取配当金 - 2,200

持分法による投資利益 - 353

受取手数料 - 500

受取保険金 29,128 48

補助金収入 1,412 201

投資有価証券売却益 - 151,255

その他 1,120 582

営業外収益合計 31,661 155,140

営業外費用

支払利息 45,601 62,337

持分法による投資損失 61,677 -

支払保証料 17,135 17,325

資金調達費用 35,615 28,423

その他 9,905 5,832

営業外費用合計 169,935 113,919

経常利益 238,767 398,754

特別利益

国庫補助金 18,702 -

訴訟損失引当金戻入額 - 21,190

特別利益合計 18,702 21,190

特別損失

固定資産圧縮損 18,596 -

特別損失合計 18,596 -

税金等調整前四半期純利益 238,873 419,944

法人税、住民税及び事業税 51,750 62,780

法人税等調整額 △5,961 2,693

法人税等合計 45,788 65,473

四半期純利益 193,084 354,471

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△8,330 4,764

親会社株主に帰属する四半期純利益 201,415 349,706
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 193,084 354,471

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,415 -

その他の包括利益合計 8,415 -

四半期包括利益 201,500 354,471

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 209,830 349,706

非支配株主に係る四半期包括利益 △8,330 4,764



アストマックス株式会社(7162) 2025年３月期 第３四半期決算短信

13

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

（持分法適用の範囲の重要な変更）

第２四半期連結会計期間において、当社が新たに出資した合同会社ACEを営業者とする匿名組合を、持分法適

用の範囲に含めております。

当第３四半期連結会計期間において、持分法適用会社であった千歳蓄電所合同会社を営業者とする匿名組合

契約の全持分を譲渡したため、持分法適用会社の範囲から除外しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算

定した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引

等に応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計

上された法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対

応する税額を損益に計上することとしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又

はその他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を

算定することが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20─

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65─２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。



アストマックス株式会社(7162) 2025年３月期 第３四半期決算短信

14

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

再生可能エネル
ギー関連事業

電力取引関連
事業

小売事業
アセット・マネ
ジメント事業

ディーリング
事業

合計

営業収益
外部顧客への
営業収益

691,453 5,608,538 4,190,007 139,152 258,233 10,887,385

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

37,324 188,565 2,129 － － 228,020

計 728,778 5,797,104 4,192,136 139,152 258,233 11,115,405

セグメント利益
又は損失（△）

148,552 104,925 78,367 △4,685 △8,421 318,737

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

営業収益
外部顧客への
営業収益

－ 10,887,385

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

△228,020 －

計 △228,020 10,887,385

セグメント利益
又は損失（△）

△79,969 238,767

(注) １ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△79,969千円には、セグメント間取引消去8,100千円、全社収益

2,719千円及び全社費用△90,789千円が含まれております。全社収益及び全社費用は、各報告セグメントに

帰属しない親会社の収益及び費用であり、各報告セグメントに配分していない金額であります。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な減損損失を認識していないため、また、のれん等の金額に重要な影響を及ぼす事象が生じていないため、

記載しておりません。
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当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

再生可能エネル
ギー関連事業

電力取引関連
事業

小売事業
アセット・マネ
ジメント事業

ディーリング
事業

合計

営業収益
外部顧客への
営業収益

501,123 8,930,430 5,152,869 146,043 325,646 15,056,113

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

58,107 134,141 2,053 － － 194,303

計 559,231 9,064,572 5,154,923 146,043 325,646 15,250,416

セグメント利益 133,134 150,003 116,479 27,376 82,855 509,850

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

営業収益
外部顧客への
営業収益

－ 15,056,113

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

△194,303 －

計 △194,303 15,056,113

セグメント利益 △111,095 398,754

(注) １ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ セグメント利益の調整額△111,095千円には、セグメント間取引消去8,100千円、全社収益2,991千円及び全

社費用△122,187千円が含まれております。全社収益及び全社費用は、各報告セグメントに帰属しない親会

社の収益及び費用であり、各報告セグメントに配分していない金額であります。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な減損損失を認識していないため、また、のれん等の金額に重要な影響を及ぼす事象が生じていないため、

記載しておりません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る営業費用の減価償却費は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 206,611千円 234,526千円
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